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第 121号 平成 25年 4月 1日 

在ポルトガル日本国大使館 

 

 

１．四宮大使からのメッセージ 

 

今月の大使からのメッセージは後日お送りいたします。  

 

 

２．大使館からのお知らせ 

 

（１）政治・経済関係 

 

 【ポルタス外相の訪日】 

   （１）３月２６日から２９日まで、ポルタス外相が外務省賓客として訪日しました。同外

相には、ヴィエイラ・イ・ブリット食糧・農業食品研究担当副大臣、フラスキーリョ・ポ

ルトガル日本友好議員連盟会長、レイス・ポルトガル投資貿易振興庁（AICEP）長官等の政

府関係者に加え、企業関係者１８名も同行しました。 

日本滞在中、同外相は岸田外務大臣との外相会談及び夕食会、茂木経済産業大臣ら政府

関係者との会談、日本ポルトガル友好議員連盟（会長：谷垣法務大臣）、日本経済団体連

合会、日本企業関係者、日本ポルトガル協会関係者との懇談、会食等を行いました。更に、

日本記者クラブで記者会見を行いました。 

    本訪問についての詳細は外務省ＨＰ（下記サイト）をご覧ください。 

     http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/25/3/press6_000072.html 

   （２）また、本訪問について、ポルトガル政府は３月２８日、「日本、ポルトガルへの投資

を強化」との見出しで、発表文を公けにしました。それによれば、ポルタス外相は、三菱

（ふそうポルトガル）によるトラック製造工場への追加投資（3700 万ユーロ規模）につい

て、当国中部アブランテス市郊外のトラマガル工場での雇用倍増が見込まれる旨述べまし

た。また、同外相はトマト製造に関する合意文書に署名した他、豚肉と鶏肉の対日輸出も

可能になるであろう、更に、今夏までに日本企業ミッションがポルトガルを訪問する意向

であると述べました。 

 

 

【ポルタス外相のインド訪問】 

  ３月３～７日、ポルタス外相はインドを訪問し、ポルトガル及びインド両企業家らに対

大 使 館 便 り   

http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/25/3/press6_000072.html
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して両国間の経済関係強化を呼びかけました（レイス・ポルトガル投資貿易振興庁（AICEP）

長官、シャヴィエル文化担当副大臣、ポルトガル企業 35社代表同行）。同外相は、６日に

ムンバイで開催された経済セミナー「国際化への道」の閉幕講演において、「ポルトガル

は柔軟な労働法を有している」と述べ、インド大企業のタタ・グループ、ビルラ・グルー

プ代表らに向け対ポルトガル直接投資を訴えました。また、「投資に適した経済環境を整

えるため政府は努力中であり、本年は対ポルトガル投資を行う企業に対し、大幅な法人税

引下げを検討している」と強調しました。 

  なお、ポルタス外相は最終日（8 日）の日程を切上げ、故チャベス・ベネスエラ大統領

の葬儀参列のため同国へ出発しました。 

 

 

【米信用格付会社Ｓ＆Ｐによるポルトガル長期国債格付け見通しの引上げ】 

  ３月７日、Ｓ＆Ｐ社はポルトガル長期国債格付けに係わる見通しを「ネガティブ」から

「安定」へ引上げた旨発表しました。今次引上げの理由として、対ポルトガル融資の債権

者であるＥＵ各国がポルトガル政府の財政再建プログラム履行を引き続き支援すると発表

したことに加え、短期的な財政再建と改革実行に向けた強固な意志を挙げています。また、

同社は輸出の伸びが予想を上回るか、投資が大幅に回復した場合は格上げを行うと言及し

ました。しかし、現在取り組む財政再建が政治的に困難となり、更にＥＵ各国がポルトガ

ル政府の債務の支払期限延長に否定的な対応を取れば格下げもあり得ると指摘しました。 

 

 

  【トロイカ調査団による第７回定期審査の結果】 

    ３月１５日、ガスパール財務相は記者会見において、トロイカ調査団による第７回定期

審査（2 月 25 日～3 月 14 日実施）は成功裡に終了し、肯定的評価を得たと発表しました。

但し、本審査で焦点となっていた構造的歳出削減策（40億ユーロ規模）の具体化について

は、４月の中期的予算計画書で明らかにすると述べ、第 8回融資（20億ユーロ）は同計画

書の公表後に実施される旨明らかにしました。また、欧州における景気後退の深刻化に伴

い、財政赤字目標（対 GDP 比）に関して、本年は５．５％、２０１４年は４．０％、２０

１５年は２．５％へ各々緩和されました。更に、ガスパール財務相は２０１２年の財政赤

字について、空港公団の民営化による赤字補填がユーロスタット（EU統計局）から承認さ

れなかったため６．６％へ膨らむと述べました。そして、失業率に関し、本年は１８．２％、

２０１４年は１８．５％へと各々下方修正しました。最後に、ポルトガルの将来にとって

財政規律が極めて重要であると指摘すると共に、今次定期審査の完了は財政再建プログラ

ム終了に向けた第一歩を記すことになると付言しました。 

    本定期審査を経て発表された主なマクロ経済指標は下表の通りです。 
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 2012年 2013年 2014年 

個人消費 ▲5.6 ▲3.5 0.1 

公共消費 ▲4.4 ▲2.6 ▲2.0 

投資 ▲14.5 ▲7.6 2.5 

輸出 3.3 0.8 4.4 

輸入 ▲6.9 ▲3.9 3.1 

GDP成長率 ▲3.2 ▲2.3 0.6 

インフレ率 2.8 0.7 1.0 

失業率 15.7 18.2 18.5 

 

 

 

（実施報告） 

【２０１３リスボン国際観光フェアへの参加】 

    日本国大使館は、２月２７日から３月３日に開催された「リスボン国際観光フェア

（BTL）」に「日本スペース」を出展し、来場者に対して日本に関する様々な観光情報の提

供、折り紙や書道等の日本文化紹介、日本酒、日本茶、カステラ等の日本の食文化の紹介

などを行いました。２７日のオープニングにはサントス・ペレイラ経済大臣、ロシャ・ド

ゥ・マトス AIP（ポルトガル産業協会）会長も日本スペースを訪れ、藤村和広公使ととも

に酒樽の鏡割りを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープニングの鏡割り    元留学生による日本観光案内 

（右から藤村公使、ﾍﾟﾚｲﾗ経済大臣、ﾛｼｬ・ﾄﾞｩ・ﾏﾄｽ AIP 会長） 
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         館員による日本観光 PR            日本茶の試飲とカステラの試食 

 

 

 

（２）広報・文化関係 

 

（実施報告） 

 

【小島千絵子氏による日本伝統舞踊ワークショップ・デモンストレーション】    

２月２８日、日・ポ交流４７０周年記念行事として、オリエント博物館において、小島

千絵子文化庁文化交流使（世界的に著名な太鼓グループ「鼓童」の舞踊家）による日本伝

統舞踊ワークショップ・デモンストレーションが行われました。ワークショップでは、参

加者が実際に舞台に上がり日本の伝統的舞踊を実際に踊ってみるなどして、日本文化を身

体で体験できる貴重な機会となりました。                                       

 

     

 

 

 

【“Winter Garden” −現代日本アート展−のオープニング】    

３月１日、Casino de Sintra（シントラ現代美術館）において、日・ポ交流 470 周年記

念行事として、日本の 14 名の若手芸術家による現代日本アート展“Winter Garden”のオ

ープニングが開催されました。オープニングでは、セアラ・シントラ市長、四宮信隆駐ポ

ルトガル大使他関係者列席のもと、小島千絵子文化交流使とファド歌手カティア・ゲレイ
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ロによる日本伝統舞踊とファドの競演が行われました（下記 URL にて動画がごらん頂けま

す）。 

・http://www.youtube.com/watch?v=Cx41cYtDLsg 

 

 

     

 

    

 

【ルミアール高校における日本紹介事業】 

３月６日、日本大使館の近藤書記官がリスボン市ルミアール高校を訪問し、約 90名の生

徒たちを前に、歴史・地理・社会・伝統文化・ポップカルチャーなど様々な側面から日本

紹介を行いました。生徒たちは話に熱心に聞き入り、また多くの質問も出る等遠く離れた

東洋の国日本に、大いに興味をかき立てられた様子でした。 

 

    

 

 

【棚田＆ごはん講座】    

http://www.youtube.com/watch?v=Cx41cYtDLsg
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３月１４、１５日、リスボン観光ホテル専門学校及びショールーム「Desenhabitado」に

おいて、ごはんソムリエの飯田貞広氏による「棚田＆ごはん講座」が開催されました。講

座では、お米の美味しい炊き方とともに、日本の風土における棚田の持つ役割についての

説明があり、その後参加者は棚田でとれた美味しいご飯を試食して、日本食の基本である

美味しいご飯を五感を通して味わいました。 

 

    

 

    
 

 

 

（お知らせ） 

 

【彫刻展―枯山水―】 

元日本政府留学生 Mário Lopes 氏による標記彫刻作品展が以下の通り開催されます。詳

細は、下記までお問い合わせ下さい。 

 

日時：3月 30日～9月 29日 

会場：バターリャ修道院中庭 

住所：Lg. Infante D. Henrique, Batalha 

お問い合わせ：mosteiro.batalha@igespar.pt, Tel.:244765497 

URL：http://www.mosteirobatalha.pt 

 

http://www.mosteirobatalha.pt/
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【写真展「日本の景色−春と秋−」及びアズレージョ展示】 

ポルトガル在住の山菅志保子氏による写真展「日本の景色−春と秋−」及びアズレージョ

展示が以下の通り開催されます。詳細は、下記までお問い合わせ下さい。 

 

日時：4月 10日～27日の水～土曜日 16:00～20:00  

※10日（水）オープニングは 18:30～ 

会場：Espaço Cultural Das Mercês 

住所：Rua Cecílio de Sousa, nº94  Lisboa 

お問い合わせ：919650381 

  

 

 

 

【ワークショップ「伝統的な折り紙」】   

オリエント博物館において、下記の通り標記ワークショップが開催されます。熨斗・雄

蝶・雌蝶など、日本で古くから行われてきた折り方を体験します。 

 

日時：4 月 11 日（木）～23 日（火） 
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会場：オリエント博物館 

住所：Av. Brasília - Doca de Alcântara (Norte),  Lisboa 

お問い合わせ：info@foriente.pt,  213 585 200（オリエント博物館） 

URL：http://www.museudooriente.pt/1682/os-primeiros-diagramas.htm 

（オリエント博物館サイト） 

 

 

 

 

【ポップカルチャーイベント「イベロアニメ 2013」】   

アニメ・マンガ、コスプレ、ビデオゲームその他日本のポップカルチャーをテーマとし

た「Iberanime 2013」が以下の通り開催されます。日本大使館も生け花･折り紙･書道ほか

各種日本文化の紹介を行います。詳細については下記 URLをご参照下さい。 

 

日時：4月 13日（土）～14日（日） 

会場：アトランティコホール（Pavilhão Atlântico） 

住所：Sala Tejo, Rossio dos Olivais, Lt 2.13.01A, Lisboa 

URL：http://www.iberanime.com/2013/ 

 

 

 

 

【「水引」ワークショップ】    

日本の伝統的和紙装飾である「水引」のワークショップが、オリエント博物館において

以下の通り開催されます。詳細については下記までお問い合わせ下さい。 

mailto:info@foriente.pt
http://www.museudooriente.pt/1682/os-primeiros-diagramas.htm
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日時：5 月 2 日（木） 

会場：オリエント博物館 

住所：Av. Brasília - Doca de Alcântara (Norte),  Lisboa 

お問い合わせ：info@foriente.pt,  213 585 200（オリエント博物館） 

URL：http://www.museudooriente.pt/1659/mizuhiki---nos-japoneses.htm 

（オリエント博物館サイト） 

 

 

 

 

【HARUHI−2013−】    

アニメ・コスプレ・音楽・折り紙など様々な日本文化をテーマにした表記イベントが、

以下の通り開催されます。詳細については下記までお問い合わせ下さい。 

 

日時：5月 4日（土） 

会場：Escola Secundária Inês de Castro 

住所：Rua Quinta do Fojo, Vila Nova de Gaia  

お問い合わせ：227 727 200, info@esic.pt 

URL：http://www.esic.pt 

 

 

【折り紙ワークショップ】    

オリエント博物館において、以下の通り折り紙ワークショップが開催されます。本ワー

クショップでは、箱・容器他についての折り方を学びます。詳細は下記までお問い合わせ

下さい。 

 

日時：5月 14日（火） 

会場：オリエント博物館 

住所：Av. Brasília - Doca de Alcântara (Norte),  Lisboa 

mailto:info@foriente.pt
http://www.museudooriente.pt/1659/mizuhiki---nos-japoneses.htm
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お問い合わせ：info@foriente.pt,  213 585 200（オリエント博物館） 

URL：http://www.museudooriente.pt/1683/caixas--contentores-e-solidos-.htm 

（オリエント博物館サイト） 

 

 

 

 

【「日本祭り」の開催】 

ベレン地区の日本公園において、下記の通り日本文化紹介イベント第 3 回「日本祭り

（Festa do Japão）」が開催されます。和太鼓及び伝統芸能グループの公演、生け花、折り

紙、書道、コスプレ、武道演武、日本食文化紹介他様々な催しが予定されています。詳細

については、下記までお問い合わせ下さい。 

 

日時：６月 15（土） 

会場：日本公園（Jardim do Japão） 

住所：ベレン地区、Museu de Arte Popular隣 

入場料：無料 

お問い合わせ先：213 110 560 / cultural@lb.mofa.go.jp（大使館広報文化班） 

 

 

昨年の第 2 回「日本祭り」の模様 

 

 

【観光庁主催「魅力ある日本のおみやげコンテスト 2013」審査結果の発表】    

mailto:info@foriente.pt
http://www.museudooriente.pt/1683/caixas--contentores-e-solidos-.htm
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平成２５年２月２２日（金）、観光庁が主催する「魅力ある日本のおみやげコンテスト

2013」の最終審査会が開催され、応募総数６３６品目の中から「雲竜和紙ランプ」＜広瀬

創作工芸、京都府＞がグランプリに輝きました。詳しくは、下記の観光庁サイトをご覧下

さい。 

http://www.mlit.go.jp/kankocho/news05_000143.html 

 

 

【２０１３年「リスボンフェスティバル」デザインコンテスト優秀作品に日本人芸術家の作

品が選ばれました】    

鰯をモチーフとした２０１３年「リスボン祭」デザインコンテストにおいて、当地在住

の芸術家福田雄一氏の作品が、５３ヶ国、６４４６件の応募作品の中から優秀作品の一つ

に選ばれました。作品は、６月中、リスボン市内の様々な場所に掲揚されます。詳しくは、

下記サイトをご参照下さい。 

 

http://www.cm-lisboa.pt/noticias/detalhe/article/resultados-do-concurso-sardinha

s-festas-de-lisboa13-10-anos-10-sardinhas （リスボン市サイト） 

 

 

【２０１３年—日本・ポルトガル交流４７０周年】 

２０１３年は、日本とポルトガルが、１５４３年の種子島における鉄砲伝来を契機に交

流を開始してから４７０周年に当たります。ご承知の通り、ポルトガルは日本と最も長い

交流の歴史を有するヨーロッパの国であり、この４７０年にわたる両国の友好の絆を未来

へ向けて一層強化し発展させるべく、２０１３年年間を通じ、日ポ両国において様々な記

念事業等が行われます。 

当館では、交流４７０周年に向けて、「イベントカレンダー」、「イベントのご登録」をは

じめとする４７０周年関連情報用サイトを下記の通り開設ています。随時更新して参りま

すので、ぜひご参照の上、皆様の幅広いご参加・ご登録、並びにご支援を賜れればと思い

ます。また、日本・ポルトガル交流４７０周年ロゴマークを作成しておりますので、併せ

ご紹介いたします。ロゴマークの使用規定につきましても下記の日本・ポルトガル交流４

７０周年関連情報用サイトを御覧下さい。 

 

http://www.pt.emb-japan.go.jp/470Anos/index_jp.html 

 

http://www.cm-lisboa.pt/noticias/detalhe/article/resultados-do-concurso-sardinhas-festas-de-lisboa13-10-anos-10-sardinhas
http://www.cm-lisboa.pt/noticias/detalhe/article/resultados-do-concurso-sardinhas-festas-de-lisboa13-10-anos-10-sardinhas
http://www.pt.emb-japan.go.jp/470Anos/index_jp.html
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 （３）領事関係 

 

【補欠選挙に伴う在外選挙の実施について】 

参議院山口県選出議員の補欠選挙に伴う在外選挙を４月１３日（土）に行います。補欠

選挙に伴う在外選挙の概要は、別紙をごらんください。 

 

【E-mail登録のお願い】 

インターネットを閲覧することができる方で、まだ当館に E-mailアドレスを登録されて

いない方は、是非 E-mailアドレスをご登録下さい。 

E-mailを登録していただきますと、大使館便りを E-mailで受け取ることができるほか、

イベントの告知や緊急情報等、大使館からの様々なお知らせも E-mailにてお受取りになれ

ますので、E-mailアドレスの登録をお奨めします。 

 

 

【在留届に関するお願い】 

近年、海外で生活する日本人が急増し、このため海外で事件や事故等思わぬ災害に巻き

込まれるケースが増加しています。万一、在留邦人の皆様がこのような事態に遭われた場

合には、日本国大使館や総領事館は「在留届」を基に皆様の所在地や緊急連絡先又は日本

国内の連絡先等を確認して援護活動を行っています。 

当館でも、皆様に提出いただいた在留届により連絡先の把握を行い、大使館からの海外

危険情報や広報文化活動などの情報提供、緊急時の連絡網整備、安否確認に役立てている

ところです。 

このため、ポルトガル国内での転居、日本への帰国、他国への転出等、在留届の届け出

事項に変更が生じた後、引き続きこの大使館便りをご覧の方は、速やかにその旨を下記領

事班あてに E-mailにてご連絡ください。 
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また、皆様の友人・知人で「ポルトガルに居住しているが、まだ在留届を提出していな

い方」がおられましたら、届出を行うようご案内ください。 

 

 

（４）その他 

 

  【メールアドレスの変更】 

この度、当館のメールアドレスが下記のとおり変更となりましたのでお知らせいたしま

す。 

 

広報文化班 cultural@lb.mofa.go.jp       領事班 consular@lb.mpfa.go.jp 

経済班 economia@lb.mofa.go.jp 

 

 

  【当館領事業務へのご意見募集】 

当館では、領事サービスの向上を図るため、皆様からのご意見を募集いたしております。

どのような些細な事柄でも結構ですので、ご意見・ご要望等があればお気軽に下記領事班

あてに E-mailにてご連絡下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在ポルトガル日本国大使館（領事班） 
（EMBAIXADA DO JAPÃO） 

 
住   所：Avenida da Liberdade、245-6 1269-033 Lisboa 
T E L：21-311-0560 
F A X：21-354-3975 
E－mail：consular@lb.mofa.go.jp 

mailto:cultural@lb.mofa.go.jp
mailto:consular@lb.mpfa.go.jp
mailto:economia@lb.mofa.go.jp

